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選
ば
れ
る
平
塚
へ

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

問　
何
の
た
め
に
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
選
ば
れ
、
住

み
続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
で
あ
る
。

問　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内

容
で
進
め
て
い
く
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
都
市
イ
メ
ー

ジ
の
向
上
の
た
め
に
、
海
岸
地

区
の
魅
力
向
上
と
発
信
に
取
り

次
期
総
合
計
画
の

重
点
施
策
に
つ
い
て

問　
次
期
総
合
計
画
は
、
人
口

減
少
が
進
ん
だ
背
景
や
地
域
が

疲
弊
し
た
原
因
を
検
証
し
、
将

来
に
渡
っ
て
「
住
み
続
け
た
い

平
塚
」
に
す
る
、
重
要
な
計
画

で
あ
る
。
中
小
企
業
の
事
業
者

と
従
業
員
の
生
活
を
守
る
観
点

か
ら
、
新
規
事
業
や
事
業
拡
大

へ
の
補
助
だ
け
で
な
く
、
事
業

所
の
改
築
や
機
械
の
更
新
な
ど

へ
の
補
助
も
必
要
で
あ
る
。
本

市
で
検
討
し
て
い
る
補
助
の
内

容
や
そ
の
目
途
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
現
在
、
店
舗

の
改
装
に
対
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
を
検
討
し
て
い
る
。
魅
力

あ
る
店
舗
づ
く
り
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
応
す
る
た
め
、
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
の
必
要
性
を
認

識
し
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。

問　
次
期
総
合
計
画
で
は
「
子

育
て
す
る
な
ら
平
塚
で
」
を
具

体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
昨
年

4
月
の
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担

の
全
国
平
均
は
９
万
８
千
余
円

だ
が
、本
市
は
５
万
１
千
円
で
、

全
国
１
７
０
０
あ
る
自
治
体
の

中
で
最
低
で
あ
る
。
早
急
に
引

き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長
　
費
用
の
補
助
を
検
討
し
、

受
診
率
向
上
を
目
指
す
。

問　
平
成
22
年
の
厚
生
労
働
省

の
調
査
で
、
県
の
出
産
費
用
は

52
万
１
７
２
円
と
、
東
京
都
に

次
い
で
高
い
。
出
産
育
児
一
時

市
長
、
市
民
病
院

経
営
破
綻
の
認
識
な
し

問　
市
民
病
院
の
経
営
破
綻
の

原
因
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
市
民
病
院
は

経
営
破
綻
し
て
い
な
い
。

問　
病
院
経
営
は
、
ど
の
よ
う

な
状
態
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
平
成
26
年
度

末
に
資
金
シ
ョ
ー
ト
し
そ
う
に

な
っ
た
の
で
、
市
の
一
般
会
計

か
ら
５
億
円
の
貸
し
付
け
を

行
っ
た
。
し
か
し
本
市
全
会
計

で
は
赤
字
で
は
な
い
た
め
、
病

院
の
経
営
は
破
綻
し
て
い
な
い
。

な
ぜ
今
６
・
２
億
円
の

放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム

を

買

う

の

か

問　
本
市
は
、
30
年
度
ま
で
に

総
額
35
億
円
を
病
院
に
対
し
て

貸
し
付
け
る
予
定
だ
が
、
そ
の

条
件
は
病
院
側
の
経
営
改
善
計

画
書
の
遵
守
で
よ
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
そ
の
と
お
り

組
む
。

問　
最
終
的
な
目
的
は
人
口
増

と
の
こ
と
だ
が
、
地
域
の
魅
力

を
売
り
込
む
対
象
は
誰
か
。

企
画
政
策
部
長
　
子
育
て
に
関

す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
、
子
育
て
世
代
を
呼
び
込
み

た
い
。

問　
人
口
増
に
向
け
た
長
期
的

な
施
策
の
た
め
、
成
果
や
目
標

が
見
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
人
口

金
は
42
万
円
だ
が
、
自
己
負
担

額
が
高
く
、
出
産
を
た
め
ら
う

若
い
夫
婦
も
い
る
。
都
は
42
万

円
を
超
え
た
分
を
補
助
し
て
い

る
が
、
本
市
は
出
産
費
用
の
負

担
軽
減
に
努
め
な
い
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
子
供
を

産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
は
大
き
な

柱
と
な
る
。
県
を
通
じ
て
、
国

の
補
助
を
要
望
し
た
い
。

問　
中
学
校
給
食
を
実
施
し
な

い
自
治
体
は
全
国
で
一
握
り
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
自
信
を
持
っ

て「
子
育
て
す
る
な
ら
平
塚
で
」

と
言
え
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
校
舎
の
修
繕
、

共
同
調
理
場
の
建
て
替
え
な
ど
、

子
供
た
ち
の
安
心
安
全
な
施
設

整
備
を
優
先
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
判
断
し
、
中
学
校
昼
食
は

現
状
の
業
者
弁
当
方
式
で
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
た
。

問　
高
齢
者
が
移
動
し
や
す
い

地
域
交
通
の
仕
組
み
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

で
あ
る
。

問　
「
経
営
改
善
計
画
書
」
で

人
件
費
抑
制
を
図
る
こ
と
や
、

計
画
的
に
医
療
機
器
を
購
入
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
し
か

し
、
医
業
収
益
に
対
す
る
人
件

費
率
は
64
％
で
今
年
度
も
伸
び

て
お
り
、
こ
こ
で
30
年
度
購
入

予
定
だ
っ
た
放
射
線
治
療
シ
ス

テ
ム
（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）
を
補
正

予
算
で
計
上
し
て
い
る
。
な
ぜ

計
画
を
変
更
し
た
の
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
27
年
度

当
初
予
算
で
は
病
院
経
営
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
を
重
視
し
た

予
算
編
成
で
あ
っ
た
が
、
来
年

度
以
降
、現
行
機
器
の
保
守
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
、計
上
し
た
。

問　
保
守
サ
ー
ビ
ス
期
限
な
ど

を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
26
年
８

月
に
把
握
し
た
。

問　
26
年
８
月
で
あ
れ
ば
、
計

画
性
が
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
計
画
書
に
矛
盾
が
あ
り
変

減
に
歯
止
め
を
か
け
、
総
合
計

画
の
施
策
を
円
滑
に
進
め
た
い
。

学
童
保
育
ど
う
変
わ
る

問　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
で
学
童
保
育
の
実
施
主
体

は
市
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り

何
が
変
わ
っ
た
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
常
時
２

人
以
上
配
置
す
る
職
員
体
制
と

な
り
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

問　
国
は
学
校
内
に
学
童
施
設

を
移
設
す
る
よ
う
強
調
し
て
い

る
。
本
市
の
状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
現
在
６

小
学
校
７
施
設
で
実
施
し
、
余

裕
教
室
の
活
用
を
教
育
委
員
会

と
協
議
し
て
い
る
。

問　
土
屋
地
区
に
は
学
童
保
育

が
な
い
が
、
実
態
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
土
屋
小

の
児
童
２
人
が
吉
沢
地
区
の
学

童
保
育
に
バ
ス
で
通
っ
て
い
る
。

福
祉
部
長
　
移
送
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
に
向
け
、
町
内
福
祉

村
と
市
と
で
協
議
し
て
い
る
。

市
で
は
、
先
行
事
例
を
学
ぶ
た

め
の
視
察
の
手
配
、
情
報
提
供

な
ど
の
支
援
を
し
た
い
。

問　
地
域
防
災
に
は
、
住
民
一

人
一
人
が
参
加
す
る
本
格
的
な

防
災
訓
練
が
重
要
で
あ
る
。
昨

年
6
月
に
市
内
の
土
砂
災
害
危

険
地
域
で
図
上
避
難
訓
練
を
実

更
す
る
理
由
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。
安
易
に
貸
し
付
け
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

副
市
長
　
経
営
改
善
計
画
書
に

沿
っ
た
運
営
と
理
解
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　

同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書
の

発
行
を
求
め
る
提
言

施
し
た
。
こ
れ
を
今
後
に
ど
う

生
か
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
本
市
で
初
め
て
実
施
し

た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
た
土
砂
災
害
対
策
訓
練
で

は
、
地
域
の
方
に
避
難
経
路
や

危
険
箇
所
、
垂
直
避
難
の
有
効

性
な
ど
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
っ
た
。
今
後
も
、
市
民
と
連

携
し
て
災
害
か
ら
身
を
守
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
平
塚
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画　

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

行
政
の
役
割
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
、

子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

「
住
み
続
け
た
い
平
塚
」
に

市
民
が
求
め
て
い
る
も
の
は

経
営
破
綻
の
市
民
病
院

な
ぜ
高
額
医
療
機
器
を
買
う
の
か

渡
辺 

敏
光 

議
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子 
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子 

議
員

日本共産党平塚市議会議員団
所 属 議 員

髙山 和義 議員

市は30年度まで総額35億円
を貸し付ける予定

無 所 属 議 員

端 文昭 議員 府川 勝 議員

　法律に定められた権利として、
どなたでも請願や陳情を市議会に
提出することができます。
　請願は、紹介議員を必要とし、
提出後は通常、所管の常任委員会
などへ付託、審査されます。その
後、委員会審査の結果は本会議で
報告され、議会としての採択、不
採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じような性格
のものですが、紹介議員を必要と
しないという違いがあります。提
出後は議会運営委員会でその取り
扱いについて協議します。

請願・陳情の内容
　これらの内容には、『法律や制
度の改廃について国やその他の関
係機関に意見書の提出を求めるも
の』などがあります。ただし、次
のようなものは受理できません。
•�係争中の裁判事件など、司法権
の独立を侵害するもの

•特定個人を誹謗中傷するもの
•�基本的人権を著しく否定するも
の

請願書・陳情書の提出方法
　請願書・陳情書には、日付、住
所、氏名（団体名・役職名）、押印、
宛先（平塚市議会議長）を記載し
てください。
　請願書の提出には紹介議員（1
人以上）の署名が必要です。請願
者・陳情者の住所・氏名などは公
開されます。

提出の締め切り
　請願は各定例会とも本会議第2
日目の午後5時まで、陳情は各定
例会におおむね3回開催される議
会運営委員会の2日前の午後5時ま
でです。（土・日・祝日を除く）

提出先
　市役所本館8階の議会局☎21-
8791に、直接持参してください。

請願・陳情を
市議会へ

　議会だよりに掲載する写真を募集
しています。
　詳しくは議会局☎21-8791へ。

平塚の写真を
募集

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

無
所
属


